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マーケットを生かした日本の経済貢献
                   寺町トレーダースクール㈱ 取締役   福田 一夫

１．資本主義の本質,イノベーションによる経済発展&金融立国
資本は産業の米である。従って、資本を増大させ、産業を拡大しなければならない。新産業をやりやすくし、成功させる政策を取るべきある。

現在日経平均株価は13600円、時価総額で425兆円である。これを3倍の40000円、1300兆円になる計画を立てる。現在、PBRは1.0倍、PERは17倍、高い利益成長があると40倍まで買われる。
　条件は、１）知財戦略により、高い利益を追求

　　　　　　２）財務運用による収益の追求

　　　　　　　３）政策対応（官民共に、世界に貢献するために、政策を考える）

１）の知財戦略は環境技術、IT技術、バイオ技術など、収益の向上と技術の移転
２）財務戦略は各企業にトレーダーを置き、マーケットに精通し、収益の増大と、企業価値の増大に中心的役割をする。
３）政策対応は米国のように株式市場が資本主義の心臓部であることを認識し、経済成長率１０％を目指す。
２、外部環境の問題

個人の金融資産1535兆円の貯蓄から投資への誘導（資産の4分割）
社会的責任投資の必要性（資金を使い、どのような社会をつくるのか）

アジア地域の安定（北朝鮮、中国とベクトルを合わせる）
３、日本の強み

１）企業が、それぞれの業種において世界No1になっている、現在はトヨタ、電器、鉄鋼、繊維、造船、機械など。

２）アジアの成長,特に戦後,雁行型経済発展に寄与した。（今後,発展途上国の成長）

３）インターネット環境の充実と多くの中間知識層の存在
当面の投資は資源の代表である金投資と先物利用の学習。
